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研究課題の概要

本研究は、モンゴル草原の多様な植物についての遊牧民の豊富な知識と伝承に基づき、伝承を最

新科学により解析し、短い夏に発揮される旺盛な成長力、貧栄養土壌などのストレス環境への耐性

力、家畜の健康増進を進める薬効力などに優れた植物を探索する。伝承に基づく科学的解析におい

ては、新規な遺伝子・化合物の探索、植物栽培法の確立を中心とし、その成果を基に、疲弊したモン

ゴル草原の「診断」「治療」による緑地の回復、回復した緑地への薬用植物の植栽化を複合的に実

施することによって、モンゴル草原植物の有効活用化による草原保全、家畜健康保全を目指す。地

球温暖化と過放牧によるモンゴル草原植物の生産性低下やモンゴルの遊牧畜産業の発展性阻害な

どの状況は、ユーラシア大陸内陸部の中央アジアおよび中東諸国共通の問題であるため、開発する草

原植物の有効活用システムは、世界の遊牧畜産業の活性化に寄与することが期待される。

生物資源分野

研究領域

「生物資源の持続可能な生産と利用に資する研究」

5年間

遊牧民伝承に基づくモンゴル草原植物資源の有効活用による草地回復プロジェクト
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